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１ 水稲品種‘ひめの凜’の特性 

 ‘ひめの凜’は良食味米として県農林水産研究所が育成。熟期は‘ヒノヒカリ’

並の中生の晩で、収量が安定して多く、倒伏しにくく、高温登熟条件下でも外観

品質が低下しにくいなど、栽培しやすい特性を持つ。 

西条・今治・大洲の 2016 年産米の食味評価は『特Ａ』相当であった。 

１）来歴

‘ひめの凜’は、平成 14 年に‘媛育 56 号’を母、‘西海 245 号’を父として人工

交配し、その後代から育成。

西海 201 号 
媛育 56 号 

関東 166 号 
（こいごころ） ひめの凜 

は系 201/愛知 92 号 
西海 245 号 

ヒノヒカリ

２）特性の概要（‘ヒノヒカリ’との比較）

（１）出穂期、成熟期は４日程度遅い中生の晩

（２）稈長は３cm 短く、耐倒伏性はやや強い。穂長はやや長い

（３）草型は偏穂数型に属し、止め葉は立ち、草姿は良好

（４）穂数はやや多く、千粒重はやや重く、多収

（５）いもち病圃場抵抗性の評価は、葉いもちやや弱

（６）外観品質は良質で、玄米タンパク質含有率は同程度

（７）炊飯米は光沢があり粘りが強く極良食味

‘ひめの凜’の生育、収量、品質（普通期栽培） 

出穂 

期 

(月/日) 

成熟 
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(月/日) 
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(cm) 
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(cm) 
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0-5
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(本/m2)) 

千粒 
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(g) 

精玄 

米重 

(kg/a) 

整粒 

歩合 

(%) 

外観

品質 

1-9

玄米ﾀﾝﾊﾟｸ

質含有率 

(%) 

ひめの凜 8/28 10/12 78 21.1 0 322 24.0 55.6 71.6 3.3 6.5 

ヒノヒカリ 8/24 10/8 81 20.0 0 317 22.7 51.9 71.8 4.7 6.4 

2007～2017 農水研産の平均．外観品質は 1（上上）～9（下下）の 9段階評価．玄米タンパク質含有率は水分 15％補正 

‘ひめの凜’栽培マニュアル 
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２ 良食味栽培のポイント 

１）基本方針

良食味米を生産するには、粒張りや外観が良く、玄米タンパク質含有率の低い

品質の栽培法が重要となる。 

１等米かつ玄米タンパク質含有率 7.0％以下を目標に、適正な肥培管理を行う。 

（１）等級や食味を損なう外観品質

外観品質 白未熟粒 青未熟粒 胴割粒 

食味への影響 
炊飯時の吸水がバラつ

き炊飯米がべとつく 

玄米ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率

が高まり食味が低下 

精米時に砕け 

食味低下 

発生要因 
高温登熟障害 

乾燥気味の水管理 

多肥、極端な疎植 

早刈り（遅植え） 
刈遅れ 

（２）玄米タンパク質含有率と食味の関係

‘ひめの凜’の食味評価と玄米ﾀﾝﾊﾟｸの関係 

供試米は 2016 年愛媛農水研産‘ひめの凜’ 

篩目を 2.0mm で調製したﾀﾝﾊﾟｸ 7.0％の‘ひめの凜’を標準米（０）とし 

13～19 人のﾊﾟﾈﾗｰがﾀﾝﾊﾟｸ水準の異なる米を評価 

玄米タンパク質含有率は水分 15％補正 

２）土づくり

気象変動に強い品質の良い米作りのため、土づ

くりとして、秋から春先に堆肥やケイカル、鉄を

含む資材を施用する。 

また、根域を拡大し、根張りを良くするために、

耕深 15 ㎝程度を目標に耕起する。 
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３）播種・育苗

（１）種子消毒（ばか苗病、いもち病等の防除）を所定の農薬で行う。

（２）箱当たりの播種量は、催芽籾で 160～180ｇ（乾籾の場合は 20％減量）とし

ヒノヒカリに準じた育苗を行う。

４）田植時期は６月上旬～中旬

‘ひめの凜’は高温に強いため、６月上旬までの早植えであれば、高温年でも収

量・品質は低下しない。 

 ‘ひめの凜’の高温年の移植時期別 ‘ひめの凜’の高温年の移植時期別 

収量と穂数  白未熟粒割合と検査等級 

2016 年愛媛農水研産  2016 年愛媛農水研産 

出穂後 20 日間の平均気温：6/1 植 28.0℃、6/15 植 26.1℃ 

‘ひめの凜’の登熟期の平均気温と成熟期 

2011～2017 年愛媛農水研産．移植日：6/15． 
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低温年では成熟が遅れ登熟不良と

なる恐れがあるため 

６月中旬までには田植えを終える。 

いつまでも 
熟れない 

晩植え厳禁！ 
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５）栽植密度は坪 50～42 株（30cm×22 ㎝、15.2 株/㎡ ～ 30 ㎝×26 ㎝、12.8 株/㎡）

栽植密度は坪 60～50 株の範囲であれば、収量・品質に差がなく、坪 50～42 株

の疎植であれば、高温年でも品質が低下しない。 

【低温年（2015 年）】 【高温年（2016 年）】 

‘ひめの凜’の各年次の栽植密度別の収量と千粒重 

2015、2016 年愛媛農水研産 

【低温年（2015 年）】 【高温年（2016 年）】 

  ‘ひめの凜’の各年次の栽植密度別の検査等級と玄米ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率 

2015、2016 年愛媛農水研産．玄米タンパク質含有率は水分 15％補正

23.0

23.5

24.0

24.5

25.0

0

100

200

300

400

500

600

700

60株 50株 37株 

千
粒
重
（
g
)

収
量
（

k
g/
1
0
a
）
 

収量 千粒重 

23.0

23.5

24.0

24.5

25.0

0

100

200

300

400

500

600

700

50株 42株 37株 

千
粒
重
（
g
)

収
量
（
k
g/
1
0
a）

 

収量 千粒重 

0

2

4

6

8

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

60株 50株 37株 

玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
（
％
）
 

検
査
等
級
（
等
）
 

検査等級 玄米ﾀﾝﾊﾟｸ 

0

2

4

6

8

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

50株 42株 37株 

玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
（
％
）
 

検
査
等
級
（
等
）
 

検査等級 玄米ﾀﾝﾊﾟｸ 

＜留意点＞ 

疎植にすると、株あたりの穂数が増え、穂揃い不良となり、未熟粒の割合が高まり、

外観品質が低下する恐れがあるため、 

坪 42 株（30 ㎝×26 ㎝、12.8 株/㎡）より少ない疎植は避ける。 
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６）施肥

（１）施肥基準

地力が高い水田は、基肥量をやや控える 

過繁茂を防ぎ、玄米タンパク質含有率の上昇を抑えるため、窒素肥料の多施用は避ける 

（２）葉色と施肥量

目安となる穂肥診断時の葉色は‘ヒノヒカリ’より薄いため注意。

（３）穂肥の施用時期は出穂前 20日が目安

＜幼穂長の見方＞

幼穂長は、生育中庸な株の最長稈を地際から抜き取り、カッターナイフ

で茎を縦に切って幼穂の長さを計測する。それを３～５回繰り返し、平均

値を算出する。幼穂長が２㎜程度となる頃が出穂前 20 日の穂肥適期である。 

成分量（kg／10a） 

窒素 リン酸 カリ

基 肥 ４ ６ ４ 

穂 肥 ４ ０ ４ 

合 計 ８ ６ ８ 

葉色 
（SPAD 値） 

穂 肥 量 
窒素成分量（kg／10a） 

備 考 

３１～３３ ４ 基準量 

３４～３６ ３ 標準量比２～３割減 

３７以上 ２ 葉色が下がってから再診断 

＜留意点＞ 

高温年や砂質土壌など肥持ちの悪いほ場では、肥切れが早いため、慣行施肥（出

穂前 20 日に窒素成分量で４kg／10a 施用）では、登熟不良により粒張りが悪くなる

恐れがある。そこで穂肥は出穂 20日前と 10 日前に２kg／10a ずつ分施する。 

１ 最長稈を選ぶ ２ 茎を縦に切る ３ 幼穂長を測る 

＜留意点＞ 

穂肥が少ないと減収や高温登熟障害を助長することから、基準量を施用で

きるよう、中干しは適正に行い、穂肥時の葉色をしっかり落とす。 
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７）水管理

生育ステージ 内 容 目 的 

活着期 浅  水 分げつ促進（除草剤処理時は深水） 

有効分げつ期 
浅水～やや深水 

→ 間断灌水

有効茎の確保 

根傷み防止 

無効分げつ期 中干し 

無効茎の抑制 

※目標穂数（50株/坪植の場合、株当り

21～22 本）が確保できたら実施する。

※過度な中干しは厳禁

※降雨が続くと充分に中干しができないた

め、作業の遅れに注意する。

穂ばらみ 

～出穂開花期 
やや深水 幼穂の発育促進 

登熟期 湛水→間断灌水 

登熟促進、根傷み防止 

※水稲は出穂開花後 20 日間は、絶対に土壌

を乾燥させない。

※落水までできるだけ土壌を乾燥させない。 

成熟期 落  水 

収穫７～５日前に落水 

※早期落水はしない。

※天気が続く場合は走水を行う。

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 

落

水
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え

出
穂
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有
効
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８）病害虫防除

日頃から、病害虫の発生状況を把握し農薬を効率的に使用し、使用回数と使用

量の低減に努める。 

（１）基本的な防除法は、

①田植え時の殺虫・殺菌剤の苗箱施用

②出穂時期の殺虫・殺菌剤施用  である。 

 

 

 

（２）それ以外は、病害虫の発生状況に応じて、薬剤を愛媛県防除指針を参考に選定し

使用する。 

９）収穫、乾燥、調製

（１）収穫適期は、地力差や施肥量、登熟期の気温で変動するため、圃場観察を

しながら適期収穫に努める。

＜収穫時期の目安（松山市）＞ 

田植え時期 出穂 収穫 

６月上旬 ８月中旬 10 月上旬 

６月中旬 ８月下旬 10 月中旬 

＜収穫適期基準＞ 

項目 目安 

出穂後日数 45 日前後 

積算温度（出穂後の日平均気温の合計） 1,000℃前後 

最長稈黄変籾率 85～90％ 

収穫時の籾の水分率 25％ 

（２）乾燥はヒノヒカリに準ずる。

（３）調製は 1.85 ㎜以上の篩目で入念に行い、整粒割合 70％以上の１等を目標

とする。

＜ポイント＞ 
生育量の少ない場合：収穫開始時期は早まり、収穫期間も短くなる。 
登熟期の気温：高温の場合は収穫開始時期は早まり、低温の場合は遅くなる。 

＜注意＞ 

いもち病の常発地では、本病に効果のある箱施用剤を必ず使用する。ただし、箱

施用剤のうち QoI 剤（ストロビルリン系殺菌剤）、MBI-D 剤は耐性病菌が確認され

ているので、使用を控える。 
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◇ 秋 ～ 春 に ケ イ 酸 ・ 鉄 を 含 む 資 材 等 の 投 入 。 

出 穂 期

開 花 期

成 熟 期

穂 ば ら み 期
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○ 適 切 な 穂 肥 施 用  

◇ 除 草 剤 時 は 深 水 と し 、 処 理 後 、 止 水 ７ 日  

◇ 目 標 穂 数 （ 坪 当 た り 5
0 株 植 え の 場 合 、 株 当 た り 2
1 ～ 2
2 本 ） で 中 干 し

◇ 落 水 は 収 穫 ５ ～ ７ 日 前

○ 間 断 灌 水 の 徹 底  

◇ 高 温 時 は か け 流 し 灌 水

◇ 湿 潤 気 味 の 間 断 灌 水 （ 飽 水 管 理 ） 

◇ 絶 対 に 乾 か し す ぎ な い ！  

○ 適 期 収 穫 の 励 行  

土 づ く り  

基 肥

箱 施 用 剤 施 用  

穂 肥

除 草 剤 処 理

病 害 虫 防 除 ①

（ 仕 上 げ 防 除 ） 

傾 穂 期 防 除 ③

出 穂 期 防 除 ②

カ メ ム シ 類  

穂 い も ち

カ メ ム シ 類  

穂 い も ち

稲 こ う じ 病  

葉 い も ち

ウ ン カ 類 等

葉 い も ち

○ 積 極 的 な 土 づ く り

◇ 坪 当 た り 株 数 4
2 ～ 5
0 株 。 

◇ 一 株 植 付 本 数 ３ ～ ４ 本 。 

◇ 移 植 は ６ 月 １ 日 ～ 1
5 日 。 遅 植 え は 、 厳 禁 。 

 

○ 健 苗 育 成

◇ 穂 肥 診 断 （ 葉 色 ） で 適 量 を 施 用 。 

◇ 幼 穂 長 を 調 べ て 適 期 施 用 （ 出 穂 前 2
0 日 ） 。 

 

◇ 箱 当 た り の 播 種 量 は 催 芽 籾 で 1 ６ ０ ～ １ ８ ０ ｇ 。 

◇ 種 子 消 毒 は 必 ず 実 施 （ い も ち 病 、 ば か 苗 病 な ど の 防 除 ） 。 
 

◇ 収 穫 時 の 籾 の 水 分 率 2
5 ％

◇ 最 長 稈 黄 変 籾 率 8
5 ～ 9
0 ％

◇ 積 算 温 度 １ ０ ０ ０ 度  

◇ 出 穂 後 日 数 40 日
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◇ 活 着 期 は 浅 水 で 分 げ つ 促 進

◇ 過 剰 分 げ つ 抑 制
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